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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォーム

とソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに

記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

APグループを設定するための前提条件
次に、デバイスでアクセスポイントグループを作成するための前提条件を示します。

• VLANまたはサブネットにサービスを提供するルータ上で、必要なアクセスコントロー
ルリスト（ACL）を定義する必要があります。

•アクセスポイントグループVLANでは、マルチキャストトラフィックがサポートされま
す。ただし、クライアントがあるアクセスポイントから別のアクセスポイントにローミ

ングする場合、IGMPスヌーピングが有効になっていないと、クライアントによってマル
チキャストトラフィックの受信が停止されることがあります。
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関連トピック

アクセスポイントグループについて（3ページ）
アクセスポイントグループの設定に関する制約事項（2ページ）

アクセスポイントグループの設定に関する制約事項

Cisco IOS XE Denali 16.3.5では、APグループをWLANにマッピングする動作が変更されてい
ます。このリリースからは、WLANを設定してからAPグループにマッピングする必要があり
ます。同様に、WLANを削除するには、その前にWLANから APグループのマッピングを解
除する必要があります。

以前は、WLANが先に設定されていなくてもWLANをAPグループにマッピングできました。
また、APグループにマッピングしたままでもWLANを削除できました。

（注）

• APグループテーブル内のWLANに対するインターフェイスマッピングが、WLANイン
ターフェイスと同じであるとします。WLANインターフェイスが変更されると、APグルー
プテーブル内のWLANに対するインターフェイスマッピングも新しいWLANインター
フェイスに変わります。

APグループテーブル内のWLANに対するインターフェイスマッピングが、WLANに定
義されたインターフェイスと異なるとします。WLANインターフェイスが変更されても、
APグループテーブル内のWLANに対するインターフェイスマッピングは新しいWLAN
インターフェイスに変わりません。

•デバイス上の設定をクリアすると、アクセスポイントグループのすべてが非表示となり
ます。ただし、デフォルトのアクセスポイントグループである「default-group」（自動的
に作成される）は例外です。

•デフォルトのアクセスポイントグループには、最大 16のWLANを関連付けることがで
きます。デフォルトのアクセスポイントグループのWLAN IDは、16以下である必要が
あります。大規模なデフォルトのアクセスポイントグループ内で IDが 16以上のWLAN
が作成されると、WLAN SSIDはブロードキャストされません。デフォルトのアクセスポ
イントグループのすべてのWLAN IDで IDが 16以下であることが必要です。16を超え
る IDを含むWLANは、カスタムアクセスポイントグループに割り当てることができま
す。

•同じ APグループと同じ FlexConnectグループに属しているメッシュツリー（同じセク
ター）内のすべてのフレックス +ブリッジ APはWLAN-VLANマッピングを正しく継承
するように設定することをお勧めします。

関連トピック

アクセスポイントグループについて（3ページ）
APグループを設定するための前提条件（1ページ）
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アクセスポイントグループについて
デバイス上に最大 512のWLANを作成した後では、さまざまなアクセスポイントにWLANを
選択的に公開（アクセスポイントグループを使用して）することで、ワイヤレスネットワー

クをより適切に管理できます。一般的な展開では、WLAN上のすべてのユーザはデバイス上の
1つのインターフェイスにマップされます。したがって、WLANに接続しているすべてのユー
ザは、同じサブネットまたは VLANに存在します。しかし、複数のインターフェイス間で負
荷を分散すること、またはアクセスポイントグループを作成して、個々の部門（たとえばマー

ケティング部門）などの特定の条件に基づくグループユーザへと負荷を分配することを選択で

きます。さらに、ネットワーク管理を簡素化するために、これらのアクセスポイントグルー

プを別個の VLANで設定できます。

関連トピック

アクセスポイントグループの作成（3ページ）
アクセスポイントグループの表示（5ページ）
APグループへのアクセスポイントの割り当て（4ページ）
APグループを設定するための前提条件（1ページ）
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アクセスポイントグループの設定方法

アクセスポイントグループの作成

始める前に

この操作を実行するには、管理者特権が必要です。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

アクセスポイントグループを作成しま

す。

ap group ap-group-name

例：

ステップ 2

Device(config)# ap group my-ap-group

WLANにAPグループを関連付けます。wlan wlan-name

例：

ステップ 3

Device(config-apgroup)# wlan wlan-name

アクセスポイントグループの設定

3

アクセスポイントグループの設定

アクセスポイントグループについて



目的コマンドまたはアクション

VLANにアクセスポイントグループを
割り当てます。

（任意） vlan vlan-name

例：

ステップ 4

Device(config-apgroup)# vlan test-vlan

特権 EXECモードに戻ります。また、
Ctrl+Zキーを押しても、グローバルコ

end

例：

ステップ 5

ンフィギュレーションモードを終了で

きます。
Device(config)# end

例

次に、APグループを作成する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config-apgroup)# ap group test-ap-group-16
Device(config-wlan-apgroup)# wlan test-ap-group-16
Device(config-wlan-apgroup)# vlan VLAN1300

関連トピック

アクセスポイントグループについて（3ページ）

APグループへのアクセスポイントの割り当て

始める前に

この操作を実行するには、管理者特権が必要です。

手順

目的コマンドまたはアクション

アクセスポイントグループにアクセス

ポイントを割り当てます。次のキーワー

ドと引数があります。

ap name ap-name ap-group-name
ap-group

例：

ステップ 1

• name：このキーワードに続く引数
がデバイスに関連付けられている

Device# ap name 1240-101 ap-groupname
apgroup_16

APの名前であることを指定しま
す。

• ap-name：APグループに関連付けた
い AP。

• ap-group-name：このキーワードに
続く引数が、デバイスで設定された

アクセスポイントグループの設定

4

アクセスポイントグループの設定

APグループへのアクセスポイントの割り当て



目的コマンドまたはアクション

APグループの名前となるように指
定します。

• ap-group：デバイスで設定されたア
クセスポイントグループの名前。

関連トピック

アクセスポイントグループについて（3ページ）

アクセスポイントグループの表示

始める前に

この操作を実行するには、管理者特権が必要です。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスで設定されたAPグループを表
示します。extendedキーワードは、シ

show ap groups [extended ]

例：

ステップ 1

ステムで詳細に定義されているすべての

APグループ情報を表示します。
Device# show ap groups

関連トピック

アクセスポイントグループについて（3ページ）

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『WLAN Command Reference, Cisco IOS XE Release 3SE
(Catalyst 3850 Switches)』

WLANコマンド

『Lightweight Access Point Configuration Guide, Cisco IOS
XE Release 3SE (Catalyst 3850 Switches)』

Lightweightアクセスポイントコン
フィギュレーション

『Lightweight Access Point Command Reference, Cisco IOS
XE Release 3SE (Catalyst 3850 Switches)』

Lightweightアクセスポイントコマ
ンド
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エラーメッセージデコーダ

リンク説明

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/Errordecoder/index.cgiこのリリースのシステムエラーメッ

セージを調査し解決するために、エ

ラーメッセージデコーダツールを

使用します。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィー
チャセットに関するMIBを探してダウンロードするには、次
の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートする

すべてのMIB

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

アクセスポイントグループの機能履歴と情報
次の表で、このモジュールで説明した機能をリストし、特定の設定情報へのリンクを示しま

す。

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE 3.2SEAPグループ数
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